
△神立駅周辺整備

△筑波山地域ジオパーク推進協議会

「
自
然
と
調
和
し
た

快
適
な
ま
ち
づ
く
り
」

◆ 

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
促
進
◆

　 

太
陽
光
発
電
設
備
設
置
促
進
の
た
め
の
固

定
資
産
税
の
特
例
措
置
に
関
す
る
条
例
に

よ
り
、
民
間
事
業
者
に
よ
る
ソ
ー
ラ
ー
発

電
の
立
地
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
市
民

個
人
レ
ベ
ル
で
の
取
り
組
み
を
支
援
す
る

住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置
事
業

を
引
き
続
き
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

◆ 

神
立
駅
周
辺
整
備
◆

　 

本
市
の
中
心
市
街
地
を
形
成
す
る
Ｊ
Ｒ
神

立
駅
周
辺
地
域
の
土
地
の
有
効
活
用
と
都

市
機
能
の
充
実
を
図
る
た
め
進
め
て
い
る

神
立
駅
周
辺
整
備
事
業
と
神
立
停
車
場
線

整
備
事
業
は
、
引
き
続
き
用
地
取
得
を
推

進
す
る
な
ど
、
土
浦
市
と
連
携
し
な
が
ら

早
期
完
成
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

◆ 

幹
線
道
路
◆

　 

市
道
７
０
３
４
号
線（
水
資
源
道
路
）の
歩

道
整
備
工
事
を
引
き
続
き
進
め
る
と
と

も
に
、
国
か
ら
認
定
を
受
け
た
地
域
再

生
計
画
に
基
づ
き
、
土
浦
市
に
お
い
て

整
備
す
る
神
立
地
区
か
ら
お
お
つ
野
地

区
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
と
連
絡
す
る
市
道

１
０
９
・
１
１
０
号
線
や
広
域
的
な
幹
線
で

あ
る
市
道
６
号
線
の
整
備
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

◆ 

生
活
道
路
◆

　 

地
元
要
望
を
踏
ま
え
て
計
画
的
な
整
備
に

取
り
組
み
ま
す
。
さ
ら
に
、
国
道
６
号
バ

イ
パ
ス
の
整
備
促
進
や
霞
ヶ
浦
二
橋
構
想

の
具
体
化
な
ど
、
関
係
市
と
も
連
携
し
な

が
ら
関
係
機
関
に
対
し
早
期
実
現
を
働
き

か
け
て
い
き
ま
す
。

◆ 

橋
梁
◆

　 

イ
ン
フ
ラ
の
適
正
な
維
持
管
理
は
、
長
寿

命
化
計
画
に
基
づ
き
、
公
有
財
産
の
適
正

配
置
や
計
画
的
な
維
持
管
理（
フ
ァ
シ
リ

テ
ィ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト)

の
視
点
を
加
え

な
が
ら
、
年
次
的
・
計
画
的
な
施
設
修
繕

な
ど
の
具
体
化
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

◆ 

公
共
交
通
対
策
◆

　 

地
域
公
共
交
通
会
議
を
通
じ
、
霞
ヶ
浦
広

域
バ
ス
の
利
用
促
進
を
強
化
す
る
と
と
も

に
、
他
の
路
線
バ
ス
や
乗
合
タ
ク
シ
ー
な

ど
を
も
含
め
た
地
域
公
共
交
通
連
携
総
合

計
画
の
改
訂
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

◆ 

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
◆

　 

安
全
な
水
を
市
内
全
域
に
常
時
安
定
供
給

で
き
る
よ
う
、
平
成
23
年
度
か
ら
取
り
組

ん
で
き
た
霞
ヶ
浦
地
区
と
千
代
田
地
区
の

上
水
道
送
水
管
の
接
続
工
事
の
完
了
を
目

指
し
て
進
め
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
霞
ヶ

浦
の
水
質
と
生
活
環
境
の
保
全
を
図
る
た

め
、
下
水
道
施
設
な
ど
の
適
正
な
維
持
管

理
に
引
き
続
き
努
め
る
と
と
も
に
、
下
水

道
等
整
備
計
画
区
域
以
外
に
つ
い
て
は
、

茨
城
県
森
林
湖
沼
環
境
税
活
用
事
業
に
よ

り
、
高
度
処
理
型
浄
化
槽
の
設
置
を
推
進

し
て
い
き
ま
す
。

◆ 

景
観
の
保
全
と
維
持
◆

　 

市
街
地
や
集
落
の
景
観
の
保
全
や
防
犯
な

ど
の
観
点
か
ら
、
環
境
美
化
条
例
や
空
き

家
条
例
に
基
づ
き
、
空
き
地
や
空
き
家
の

適
正
な
管
理
を
促
し
て
い
き
ま
す
。

◆ 

防
災
対
策
◆

　 

新
た
に
防
災
士
の
育
成
な
ど
地
域
防
災
の

強
化
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
引
き
続
き

総
合
的
な
防
災
訓
練
を
実
施
す
る
な
ど
、

市
民
の
防
災
に
対
す
る
意
識
の
高
揚
を
図

り
、
日
ご
ろ
か
ら
の
備
え
の
充
実
に
努
め

て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
千
代
田
地
区
の
防

災
行
政
無
線
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
地
元

住
民
の
御
理
解
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
今

年
度
中
の
完
了
を
目
指
し
て
実
施
し
て
い

き
ま
す
。

◆ 

消
防
行
政
◆

　 

茨
城
消
防
救
急
デ
ジ
タ
ル
無
線
お
よ
び
高

機
能
消
防
共
同
指
令
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業

を
引
き
続
き
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

「
健
や
か
・
安
心
・
思
い
や
り
の

ま
ち
づ
く
り
」

◆ 

保
健
の
充
実
◆

　 

任
意
予
防
接
種
と
し
て
、
乳
児
の
ロ
タ
ウ

イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
を
新
た
に
実
施

す
る
と
と
も
に
、
高
齢
者
の
23
価
肺
炎
球

菌
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て
も
、
定
期
接
種
と

な
っ
た
場
合
に
、
速
や
か
な
対
応
を
と
れ

る
よ
う
、
国
の
動
向
を
注
視
す
る
な
ど
、

予
防
接
種
の
推
進
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
18
歳
以
下
の
市
民
や
妊
婦
を
対
象

と
し
た
放
射
線
の
内
部
被
爆
に
対
す
る
検

査
お
よ
び
大
人
の
風
疹
予
防
接
種
に
対
す

る
助
成
を
引
き
続
き
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

◆ 

国
民
健
康
保
険
◆

　 

医
療
給
付
費
が
継
続
的
に
増
加
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
医
療
費
の
適
正
化
を
図
る
た

め
、
現
在
、
実
施
し
て
い
る
被
保
険
者
医

療
費
通
知
の
ほ
か
、
新
た
に
後
発
医
薬
品

を
使
用
し
た
場
合
に
差
額
が
発
生
す
る
該

当
者
に
、
年
２
回
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
差
額

通
知
書
を
送
付
し
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬

品
の
使
用
の
促
進
に
引
き
続
き
努
め
て
い

き
ま
す
。

◆ 

高
齢
者
福
祉
◆

　 

組
織
機
構
の
見
直
し
を
行
い
、
長
寿
福
祉

課
と
健
康
増
進
課
を
統
合
し
、
新
た
に「
健

康
長
寿
課
」を
設
置
し
、
健
康
長
寿
課
内
に

属
す
る
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と
保
健

セ
ン
タ
ー
を
同
一
施
設
に
配
置
す
る
こ
と

に
よ
り
、
医
療
と
介
護
の
連
携
を
推
進
し

て
い
き
ま
す
。

◆ 

子
育
て
支
援
◆

　 

妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期
ま
で
、
継
続
し
た

支
援
が
必
要
で
あ
る
た
め
、
引
き
続
き
不

妊
治
療
費
の
助
成
や
中
学
３
年
生
ま
で
の

医
療
費
負
担
の
軽
減
を
実
施
し
ま
す
。

すべての世代に活力があふれ、

住みたい、住んでみたい、

住み続けたい市へ
全文は、市ホームページに掲載されています。

問政策秘書課（千代田庁舎）

△消火訓練(子育てサロン )

△ブックスタート（４カ月児健診）

△霞ヶ浦広域バス

施政方針
かすみがうら市は誕生から10年目を迎えます。

本市が総合計画で示す将来像「きらきら　いきいき　

ふれあい育む豊かなめぐみ野」その実現に向け、平成

26年度のまちづくりへの取り組みを紹介します（抜粋）
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△就職面接会

「
豊
か
な
学
び
と
創
造
の

ま
ち
づ
く
り
」

◆ 

中
学
校
統
合
◆

　 

霞
ヶ
浦
中
学
校
開
校
に
あ
た
り
、

ス
ク
ー
ル
バ
ス
が
運
行
開
始
と
な

り
ま
す
が
、
併
せ
て
通
学
路
や
防

犯
灯
の
整
備
を
行
い
、
生
徒
が
安

全
に
通
学
で
き
る
よ
う
努
め
て
い

き
ま
す
。
ま
た
、
下
稲
吉
地
区
の

小
中
学
校
に
つ
い
て
も
、
校
舎
建

築
や
耐
震
化
工
事
を
計
画
的
に
推

進
し
て
い
き
ま
す
。

◆ 

図
書
館
◆

　 

市
民
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
資
料
の

充
実
、
情
報
提
供
に
努
め
な
が
ら
、

今
年
度
か
ら
開
館
時
間
の
延
長
や

新
シ
ス
テ
ム
の
導
入
な
ど
、
こ
れ

ま
で
よ
り
一
層
、
市
民
の
み
な
さ

ま
が
有
効
利
用
で
き
る
施
設
に
し

て
い
き
ま
す
。

◆ 

文
化
財
◆

　 

帆
引
き
船
の
独
創
的
な
漁
法
を

保
存
継
承
し
て
い
く
た
め
に
、
市

の
無
形
文
化
財
の
指
定
を
目
指
し

調
査
研
究
を
進
め
て
い
く
と
と
も

に
、
保
存
に
向
け
た
市
民
活
動
を

支
援
し
て
い
き
ま
す
。
当
時
の
伝

統
漁
法
を
本
市
の
重
要
な
文
化
遺

産
と
し
て
広
く
後
世
に
伝
え
、
文

化
の
継
承
お
よ
び
地
域
の
魅
力
向

上
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

「
活
力
あ
る
産
業
を
育
て
る

ま
ち
づ
く
り
」

◆ 

観
光
事
業
◆

　 

積
極
的
に
本
市
の
観
光
・
物
産
の

情
報
発
信
を
強
化
す
る
た
め
、
観

光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業
を
推
進

し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
霞
ヶ
浦

の
恵
ま
れ
た
自
然
環
境
に
あ
る

「
歩
崎
」を
舞
台
に
開
催
し
て
い
る

自
転
車
耐
久
レ
ー
ス「
か
す
み
が

う
ら
エ
ン
デ
ュ
ー
ロ
」は
、
こ
れ
ま

で
の
２
回
の
開
催
実
績
を
踏
ま
え

て
、
さ
ら
に
魅
力
的
な
イ
ベ
ン
ト

に
で
き
る
よ
う
努
め
て
い
き
ま
す
。

さ
ら
に
、
帆
引
き
船
の
新
造
船
や

交
流
拠
点
施
設
の
建
設
な
ど
歩
崎

公
園
内
の
整
備
を
進
め
、
観
光
交

流
拠
点
の
充
実
・
強
化
を
推
進
し

て
い
き
ま
す
。

◆ 

農
業
の
振
興
◆

　 

農
業
経
営
を
開
始
す
る
新
規
就
農

者
へ
の
支
援
策
で
あ
る
青
年
就
農

給
付
金
事
業
を
拡
充
す
る
と
と
も

に
、
遊
休
農
地
対
策
事
業
を
引
き

続
き
実
施
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、

水
田
利
活
用
推
進
事
業
の
推
進
や

農
地
、
農
業
用
水
な
ど
の
資
源
の

保
全
管
理
と
農
村
環
境
の
保
全
向

上
の
取
り
組
み
に
対
し
て
支
援
を

行
う
な
ど
、
農
業
経
営
の
安
定
化

を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

◆ 

有
害
鳥
獣
対
策
◆

　 

イ
ノ
シ
シ
な
ど
に
よ
る
農
作
物
の

被
害
状
況
が
年
々
増
加
し
て
お
り

ま
す
が
、
捕
獲
わ
な
の
整
備
を
こ

れ
ま
で
よ
り
も
増
や
し
、
イ
ノ
シ

シ
捕
獲
報
奨
金
や
捕
獲
柵
の
設

置
、
わ
な
免
許
取
得
へ
の
補
助
金

交
付
な
ど
に
よ
り
、
農
作
物
へ
の

被
害
を
最
小
限
に
食
い
止
め
る
よ

う
努
め
て
い
き
ま
す
。

◆ 

水
産
業
の
振
興
◆

　 

霞
ヶ
浦
漁
業
協
同
組
合
や
霞
ヶ
浦

北
浦
水
産
加
工
業
協
同
組
合
な
ど

を
通
じ
て
、
引
き
続
き
支
援
し
て

い
き
ま
す
。

◆ 

就
職
面
接
会
◆

　 

市
内
産
業
の
活
性
化
と
新
卒
者
の

雇
用
を
確
保
す
る
た
め
、
就
職
面

接
会
を
引
き
続
き
実
施
し
て
い
き

ま
す
。

◆ 

消
費
者
行
政
◆

　 

国
・
県
・
関
係
機
関
と
協
力
し
て

相
談
体
制
の
一
層
の
充
実
を
図
り
、

市
民
の
安
心
・
安
全
な
消
費
生
活

を
実
現
す
る
た
め
、
今
後
も
継
続

的
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

◆ 

ジ
オ
パ
ー
ク
◆

　 

つ
く
ば
市
や
土
浦
市
な
ど
と
と
も

に
推
進
し
て
い
る
筑
波
山
周
辺
地

域
ジ
オ
パ
ー
ク
構
想
に
つ
い
て
は
、

観
光
振
興
や
環
境
教
育
、
郷
土
教

育
の
観
点
か
ら
、
市
民
活
動
団
体

な
ど
と
も
連
携
し
た
取
り
組
み
を

推
進
し
て
い
き
ま
す
。

「
み
ん
な
で
つ
く
る
連
携
と

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」

◆ 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
◆

　 

行
政
区
か
ら
の
要
望
に
応
え
る
た

め
の
地
域
集
会
施
設
整
備
を
支
援

し
て
い
き
ま
す
。

◆ 

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
◆

　 

市
民
自
ら
が
自
立
し
た
活
動
を
展

開
し
て
い
る
、
あ
る
い
は
こ
れ
か

ら
し
よ
う
と
し
て
い
る
ま
ち
づ
く

り
団
体
の
拠
点
整
備
や
活
動
な
ど

に
対
し
、
一
般
財
団
法
人
民
間
都

市
開
発
推
進
機
構
か
ら
の
拠
出
金

と
既
存
の
か
す
み
が
う
ら
市
地
域

づ
く
り
基
金
の
一
部
を
活
用
し
た

「
ま
ち
づ
く
り
フ
ァ
ン
ド
助
成
事

業
」に
よ
り
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

◆ 

市
誕
生
10
周
年
◆

　 

市
民
一
人
ひ
と
り
の
心
に
、
郷
土

に
対
す
る
誇
り
の
気
持
ち
と
愛
着

心
を
育
ま
せ
る
き
っ
か
け
と
す
る

た
め
、
本
市
出
身
の
歴
史
上
の
人

物
を
テ
ー
マ
に
し
た
マ
ン
ガ「（
仮

称
）か
す
み
が
う
ら
市
の
偉
人
た

ち
」の
作
成
と
、
市
内
全
中
学
生
を

対
象
に
し
た
復
興
支
援
映
画「
天

心
」の
上
映
を
実
施
し
ま
す
。ま
た
、

経
済
的
交
流
、
人
的
交
流
の
観
点

か
ら
ベ
ト
ナ
ム
社
会
主
義
共
和
国

ヴ
ィ
ン
市
と
、
子
供
た
ち
へ
の
自

然
教
育
、
平
和
教
育
の
観
点
か
ら

沖
縄
県
座
間
味
村
と
友
好
都
市
協

定
を
締
結
す
る
よ
う
進
め
て
い
き

ま
す
。
あ
わ
せ
て
、
そ
の
実
践
事

業「
沖
縄
子
ど
も
自
然
探
検
隊
」を

実
施
し
ま
す
。

◆ 

男
女
共
同
参
画
社
会
◆

　 

男
女
共
同
参
画
計
画
に
基
づ
き
、

男
女
が
社
会
の
対
等
な
構
成
員
と

し
て
、
性
別
に
関
係
な
く
、
そ
の

個
性
と
能
力
を
十
分
に
発
揮
で
き

る
社
会
の
実
現
を
目
指
し
、
男
女

共
同
参
画
講
演
会
な
ど
を
開
催

し
、
意
識
の
啓
発
や
理
解
の
促
進

に
努
め
て
い
き
ま
す
。

◆ 

広
報
・
広
聴
活
動
◆

　 

多
く
の
市
民
が
、
い
つ
で
も
市
の

行
政
情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
広
報
誌
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

な
ど
の
充
実
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

◆ 

行
財
政
運
営
◆

　 

総
合
計
画
の
進
行
管
理
や
事
務

事
業
評
価
な
ど
の
行
政
評
価
を
通

じ
、
職
員
一
人
ひ
と
り
が
費
用
対

効
果
の
視
点
を
持
ち
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

◆ 

基
幹
業
務
シ
ス
テ
ム
の
運
用
◆

　 

コ
ス
ト
削
減
や
災
害
な
ど
の
リ
ス

ク
軽
減
の
た
め
、
ク
ラ
ウ
ド
化
に

よ
り
県
内
４
自
治
体
で
共
同
調
達

し
た
基
幹
業
務
シ
ス
テ
ム
の
運
用

を
10
月
か
ら
開
始
し
ま
す
。
新

た
な
基
幹
業
務
シ
ス
テ
ム
で
の
業

務
効
率
化
お
よ
び
情
報
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
の
充
実
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

△帆引き船継承部

△かすみがうら祭

△農業振興

本市の将来都市像

きらきら いきいき

ふれあい育む 豊かなめぐみ野

△かすみがうらエンデューロ

△小中学校施設整備

施政方針
厳しい財政運営のもと、更なる行財政改革を推し進め、

都市計画税の導入検討など、将来にわたって持続可能

な行財政基盤の構築に努めて、市民サービスに支障が

生じないよう組織機構のスリム化を進めていきます。

△男女共同参画講演会
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平成 26年度の市の予算が決まりました。

予算額は、一般会計163億 3,748 万 4千円、特別会計

103億 3,362 万円。この財政がまちづくりにどのよう

にいかされるのかお知らせします。

歳入

歳出

▶�市税は、市民税の増収や、企業の設備投資などによる固定資産税の増収を見込み、

1億 6,755万円、3.3％の増。

▶�地方交付税は、学校スクールバス運行による基準財政需要額の増加などにより、対

前年度比 6,000万円、1.7％の増。

▶�国庫支出金は、臨時福祉給付金や子育て世帯臨時特例給付金などが増加し、対前年

度比 4 億 3,846万 7千円、25.4％の増。

▶�地方債は、石岡地方斎場移転整備事業完了および地域振興基金積立分の合併特例債

の減少などにより、4億 2,400万円、17.1％の減。

▶�基金からの繰入金は、観光帆引き船の購入、市誕生 10 周年記念事業などに充てる

ものとし、2億 7,021万 1千円、90.8％の増。

▶ 総務費は、市長選挙や市議会議員一般選挙の執行が増と

なるものの、合併特例債を活用した地域振興基金への積

立金の減少などにより、2億 2,555万 1千円、9.8％の減。

▶�民生費は、臨時福祉給付金や子育て世帯臨時特例給付

金の給付、私立保育園に係る事業費の増加などにより、

6億 1,150万 6千円、11.6％の増。

▶�衛生費は、石岡地方斎場の工事費負担金の減少などに

より、2億 3,294 万 5千円、19.1%の減。

▶�商工費は、観光帆引き船購入や、歩崎公園交流施設整

備工事などにより、1億 7,650万 6千円、80.3%の増。

▶�土木費は、神立停車場線に係る街路整備事業や道整備

交付金事業などにより、2億 9,236万円、17.7％の増。

16,337,484,000数字で見る

平成 26年度予算

市税

32.5％ （3.3％）
53 億 1,546万 2千円

繰入金

3.5％ （90.8％）
5億 6,778 万 1千円

繰越金

0.9％ （0％）
1億 5千万円

地方交付税

21.7％ （1.7％）
35 億 5千万円 その他自主財源

3.5％ （23.7％）
5億 6,626万 2千円

歳入
163億
3,748 万
4千円

自

源
財

主

依

源
財

存国庫支出金

13.3％（25.4％）
21億 6,460 万 5千円

地方債

12.6％ （△ 17.1％）
20 億 6,140 万円

県支出金

6.5％ （15.0％）
10 億 6,337万 4千円

その他依存財源

5.5％ （3.2％）
8 億 9,860 万円

自主財源 ▶▶▶ 市が自主的に収入できる財源

依存財源 ▶▶▶
国や県から交付されたり、割り当てら
れたりする財源

問政策秘書課（千代田庁舎）

費歳出
163億
3,748 万
4千円

義

経
的

務

投資的
経費

そ

経
他
の

費

人件費

19.6％ （△ 4.2％）
31億 9,582 万 7千円

公債費

10.9％ （1.8％）
17 億 8,724 万円

扶助費

15.3％ （1.0％）
24 億 9,084 万 3千円

普通建設事業費

12.2％ （40.1％）
19 億 9,799万 2千円

その他費

42.0％ （4.7％）
68 億 6,558 万 2千円

費

《主な内訳》
物件費
　25億 7,090万 8千円

繰越金
　22億 5,046万 3千円

補助費等

　15億 3,496万 9千円

義務的経費 ▶▶▶
その支出が義務づけられ、任意に節約ができ
ない経費（公債費、人件費、扶助費）

投資的経費 ▶▶▶
道路や施設などの整備に使う経費（普通建設
事業費、災害復旧費）

その他経費 ▶▶▶
上記以外の経費（物件費、補助費等、積立金
など）

0

20

40

60

80

100

民生費

35.9％ （11.6％）
58 億 6,058 万 7千円

総務費

12.7％ （△ 9.8％）
20 億 6,917万 5千円

土木費

11.9％ （17.7％）
19 億 3,959万 9千円

公債費

10.9％ （1.8％）
17 億 8,810 万 5千円

教育費

9.0％ （18.3％）
14 億 6,622 万 8千円

消防費

6.6％ （△ 11.8％）
10 億 8,407万 2千円

衛生費

6.0％ （△ 19.1％）
9億 8,833 万 9千円

その他

7.0％ （0.8％）
11億 4,137万 9千円

一般会計

一般会計

性質別歳出目的別歳出
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基本構想における本市の将来都市像である「きらきら

　いきいき　ふれあい育む　豊かなめぐみ野」の実現

に向けて、平成 26年度に実施する事業と事業費をお

知らせします。

main会計ごとの概要

主要事業（抜粋）

◦
一
般
会
計

　
平
成
26
年
度
の
地
方
財
政
に
つ
い
て
は
、

地
域
経
済
の
活
性
化
に
取
り
組
み
つ
つ
、
安

定
的
に
財
政
運
営
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
社
会
保
障
の
充
実
な
ど
を
含
め
、
平
成

25
年
度
の
水
準
を
上
回
る
額
の
確
保
が
国
か

ら
示
さ
れ
ま
し
た
。

　
市
の
財
政
に
つ
い
て
は
、
市
税
の
伸
び
や

地
方
消
費
税
交
付
金
の
増
加
を
見
込
む
も
の

の
、
地
方
譲
与
税
や
各
種
交
付
金
が
減
額
と

な
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
、
非
常
に
厳
し
い
状

況
が
続
い
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
下
、
社
会
保
障
の
充

実
に
よ
る
市
民
の
福
祉
向
上
と
併
せ
、
地
域

の
振
興
に
向
け
た
社
会
資
本
整
備
の
着
実
な

推
進
が
必
要
と
な
っ
て
お
り
、
学
校
施
設
に

係
る
大
規
模
改
造
や
耐
震
化
の
推
進
に
よ
る

児
童
生
徒
の
安
全
安
心
な
学
校
生
活
の
確
保
、

道
路
整
備
、
災
害
対
策
の
充
実
、
神
立
駅
周

辺
整
備
な
ど
を
進
め
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
・
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
の
推
進
に
よ
る
公
共
施
設
の
効
果
的

な
活
用
を
進
め
る
と
と
も
に
、
職
員
数
の

削
減
な
ど
に
よ
る
人
件
費
の
抑
制
な
ど
に

よ
り
、
一
層
の
歳
入
・
歳
出
の
見
直
し
に
取

り
組
み
、
現
在
進
行
中
の
主
要
事
業
関
連

分
野
へ
の
予
算
の
重
点
配
分
を
基
本
と
し

て
１
６
３
億
３
７
４
８
万
４
千
円
を
予
算
計

上
し
ま
し
た
。
対
前
年
比
７
億
８
７
４
８ 

万
４
千
円
、
５
・
１
％
の
増
加
と
な
っ
て
い

ま
す
。

◦
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

　
歳
入
に
お
い
て
は
、
緩
や
か
な
景
気
回
復

が
見
込
ま
れ
る
も
の
の
、
長
期
化
す
る
経
済

の
低
迷
な
ど
に
よ
り
被
保
険
者
へ
の
負
担
軽

減
に
配
慮
し
、
本
年
度
も
税
率
を
据
え
置
き
、

不
足
す
る
財
源
を
一
般
会
計
か
ら
繰
り
入
れ

る
こ
と
と
し
総
額
５
億
１
７
５
９
万
７
千
円

の
繰
入
金
を
計
上
し
ま
し
た
。

　
歳
出
に
お
い
て
は
、
高
齢
化
の
進
展
、
高

度
な
医
療
技
術
の
進
歩
な
ど
の
背
景
か
ら
、

後
期
高
齢
者
支
援
金
や
介
護
納
付
金
の
増
額

を
見
込
み
、
総
額
で
50
億
６
７
６
０
万
円
を

計
上
し
ま
し
た
。

　
引
き
続
き
、
生
活
習
慣
病
の
予
防
な
ど
保

健
事
業
の
推
進
お
よ
び
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬

品
の
推
進
に
取
り
組
み
つ
つ
、
被
保
険
者
へ

の
適
正
な
保
険
給
付
と
保
険
税
の
確
保
に
努

め
ま
す
。

◦
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

　
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
は
、
平
成
20 

年
４
月
か
ら
施
行
さ
れ
た
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
に
お
い
て
、
市
が
担
う
こ
と
と
な
る
事

務
な
ど
の
た
め
に
、
高
齢
者
の
医
療
の
確
保

に
関
す
る
法
律
第
49
条
の
規
定
に
よ
り
設
け

る
も
の
で
す
。

　
本
年
度
も
、
被
保
険
者
数
の
増
加
と
、
医

療
費
の
公
費
負
担
金
の
伸
び
が
見
込
ま
れ
る

こ
と
か
ら
、
総
額
で
６
億
３
７
６
２
万
円
を

計
上
し
ま
し
た
。

◦
下
水
道
事
業
特
別
会
計

　
市
の
下
水
道
事
業
で
供
用
開
始
し
て
い
る

の
は
、
霞
ヶ
浦
地
区
の
宍
倉
の
一
部
は
公
共

下
水
道
で
昭
和
58
年
４
月
、
特
定
環
境
保
全

公
共
下
水
道
で
志
戸
崎
・
田
伏
地
区
が
平
成

元
年
４
月
、
流
域
関
連
特
定
環
境
保
全
公
共

下
水
道
で
戸
崎
地
区
が
平
成
12
年
３
月
よ
り

一
部
供
用
開
始
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
千
代
田
地
区
の
公
共
下
水
道
は
、

流
域
関
連
公
共
下
水
道
事
業
に
よ
り
、
市
街

化
区
域
か
ら
事
業
着
手
し
、
昭
和
57
年
４
月

よ
り
一
部
供
用
開
始
し
、
そ
の
後
区
域
拡
大

を
図
り
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　
本
年
度
は
流
域
関
連
特
定
環
境
保
全
公
共

下
水
道
お
よ
び
公
共
下
水
道
の
整
備
に
要
す

る
経
費
な
ら
び
に
整
備
後
の
下
水
道
施
設
の

維
持
管
理
に
要
す
る
経
費
な
ど
と
し
て
、
総

額
で
10
億
８
５
４
０
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

◦
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計

　
市
の
農
業
集
落
排
水
事
業
は
、
霞
ヶ
浦
地

区
の
柏
崎
・
上
根
区
域
が
平
成
５
年
６
月
、

大
和
田
区
域
は
平
成
７
年
５
月
、
深
谷
区
域

は
平
成
10
年
３
月
よ
り
供
用
開
始
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
千
代
田
地
区
で
は
、
土
田
区
域
が

平
成
３
年
４
月
、
志
筑
区
域
が
平
成
６
年
４

月
に
、上
稲
吉
、新
治
区
域
が
平
成
10
年
４
月
、

千
代
田
東
部
区
域
は
平
成
14
年
４
月
に
供
用

開
始
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
農
業
集
落

排
水
施
設
の
維
持
管
理
費
な
ど
と
し
て
、
総

額
で
４
億
２
３
４
０
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

◦
介
護
保
険
特
別
会
計

　
介
護
保
険
は
、高
齢
化
の
進
展
や
介
護
ニ
ー

ズ
の
状
況
か
ら
、
介
護
給
付
費
の
増
加
が
見

込
ま
れ
ま
す
。
ま
た
、
団
塊
の
世
代
の
高
齢

化
に
よ
り
介
護
需
要
が
さ
ら
に
増
大
す
る
こ

と
が
予
測
さ
れ
る
な
ど
、
新
た
な
介
護
予
防

や
サ
ー
ビ
ス
を
包
括
的
か
つ
継
続
的
に
提
供

す
る
体
制
の
確
立
を
図
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
本
年
度
は
、「
第
５
期
介
護
保
険
事
業

計
画
」
の
最
終
実
施
年
度
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
平
成
24
年
度
・
25
年
度
の
実
績
を
踏

ま
え
、
各
種
サ
ー
ビ
ス
の
給
付
に
必
要
な
経

費
や
介
護
認
定
調
査
費
、
事
務
経
費
な
ど

を
計
上
し
、
加
え
て
、
高
齢
者
が
要
介
護
状

態
と
な
る
こ
と
の
予
防
や
要
介
護
状
態
の
軽

減
・
悪
化
防
止
の
取
り
組
み
、
次
期
介
護
保

険
事
業
計
画
の
策
定
費
用
な
ど
、
総
額
で

31
億
１
９
６
０
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

特別会計 予算額 前年度比

国民健康保険特別会計 50億 6,760万円 0.4％

後期高齢者医療特別会計 6億 3,762万円 1.5％

下水道事業特別会計 10億 8,540万円 △ 3.4％

農業集落排水事業特別会計 4億 2,340万円 7.0％

介護保険特別会計 31億 1,960万円 5.6％

特別会計 予算額 前年度比

水道事業

会計

収益的収入 10億 9,540万 5千円 9.7％

収益的支出 11億 4,317万 9千円 14.6％

資本的収入 3億 6,310万 1千円 18.7％

資本的支出 6億 8,296万 2千円 9.7％

各種検診事業
4,988万 1千円

防災無線整備事業

2億 8,110万 6千円 神立駅周辺整備事業
9,688万 8千円

市民参画事業

691万 8千円

観光ＰＲ推進事業
1,673万 7千円

水産振興事業

2,057万 4千円

南中学校施設統合環境整備事業

2億 2,703万 4千円

問政策秘書課（千代田庁舎）


